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北海道支部

1. 会員状況

傍人会員 22 .iJ.賛助会員 3 社{北海滋電力，電

々公干上，北海道拓殖銀行)の小さな支部でナが，本

年札幌で開かれる秋季大会の成功を図ざして結集し

ております.人口流出・過疎化地域の伊iにもれず，

一時期に会員の士勢力日があっても， g大都市化地域へ

の転出が紹つぎ，反対に転入の少ないのが悩みの種

であります，きびしい気候の中でこそ人も文努も毅

えられるとのこと，風土・人情のより一周目白烈な近

隣諸邦との競争的共存会はからねばならぬ民家吉年

の大計から，金問約な規模で人材の還流ないしは環

流があってしかるべきだろうと考えますー

さてこのたび，当支部創設以来会員を指導され，

46 年度まで延 4 期にわたり支部長をつとめられた

小関商科大学教授・古瀬大六氏が横浜国立大へ転出

されることになりました‘後任支部長として，北海

送大学工学部精密工学科教授・三浦良一氏の承諾を

得ましたので，入会手続き等をとっておちます.民

は昭和 45 年から生産性北海道本郊の設交になる

「北海道情報科学調査研究会」の運営委員長として，

ピグネス情報セγ ター設立援想のJ主体化に尽力され

ております.なお，支部運営委員等については再編

中で， 4 月支部総会において新陣容をすべて決定す

る運びとなっています.

2. 活動状況

本年 2 月，冬季オリンピザクが札幌市およびその

潟辺で行なわれ，喜子夫に湾、まれて淡事告をおさめまし

た.これを機会に，ふつうならば 15 年はかかると

いわれる都市環発を一挙に実現した札幌市の議途

は， 数多くの問題をはらみ， “ポスト五輪対策"が

話題となっております.たとえば，際限なく進む人

口のドーナデ化現象，区紛の施行，ゴと患の都市交通

の“革命"と称される超よそダンな地下鉄の開業と既

設さど滋襲警との整会の間態， しのびよる電気品ネルギ

ー不足と発電所建設予定地住民の反対運動，炭鉱閉

山を始めとする過疎化の波など，札幌のみならず全

選議長主主義と関連した難問が山積していることを知り

ます.

このような環境の中で，当支部は公共的性格の問

題に OR を適用実施することでス立アをあげて行く

ことを重点方針としております.まず書士笈活動につ

いては，企業単位での言III練・講習が行なわれている

ことは例年のとおりで，たとえば電々公社の経営科

学訓練・王子製紙の PERT 手法講習会など， 60~ 

100 名の受講者を送り出しております.また，で、き

るだけ多数の大学生に OR を教え，将来のリーダた

るべく，早期に関限させることも教笈活動の基礎と

してたいせつなことで， これは大学昔話会員が日常努

力しているところです.

46 年度における支部および会員の活動結果とし

て主な行事をあげれば次のとおりで、す.

見学会 2 鴎

滋鉄苗穣工場:篭子計算機システム SL，ジー

ゼル，電車等修灘保全施設見学.

電々公社・札幌オリ γピックデータ通僑部:オ

リンピザク情報主主潔システム見学.

研究会 2 間

“米冨の電子計算機による教育システムその他

ハーパ-j:大留学報告" 司篤・北大.

“北海道天気予報等利用状況" 浅利・東海大

3. 47 年度活動予定

9 J'l, 7 年ぶりに厚生年金会館を会場として秋葉君

大会が開催されます.すでに大会実行委長長として

北海道大学教育学部・幸司馬正次氏を推し，逐次総務

分担なきめ，準備作業にはいります.中心テーマと

して“公共性と OR" を内定しました.

会主主の研究活動中，“公共性"に沿ったものとし

ていくつか拾いますと， “道路交通織の拡大ならび

に整機対策"むと大工学部・土木・五十嵐λ “学校

および産業教育システム" (北大教育学部・司馬) , 

“選挙予測報道ぺ“冷響予測対策" (東海大工学部・

通信ー浅利入 また住宅部題，地域の住みやすさな

ど社会生活関係で北海道総合経済研究所の阿部，新

11I.Eたらをあげることができます.もちろん，賛助会

員各社(北電，霊童.k，拓銀)の社内総ぐるみの実践

活動があり，それらの成果は社内発表会，研究会で

発表され，経営科学の宝寺及に大きな役裂を果たして

いるわけです.
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このような活動を通じて見聞きする問題ーーたと

えば“管理層の無理解"などーーが OR 普及上の陸

路としてあげられますが， ふりかえって， “しから
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法人化に伴う会費納入に関する移行措置

のおしらせ

すでに，会員の皆様のお手元にお送りいたしまし

た，社団法人日本オベレーションズ・リサーチ学会

細則第 6 条に規定されておりますように，法人化後

は，当学会の会費は，前年度の 12 月末までに納入

していただくことになります.旧 OR 学会の規定と

異なり，前納1liIJであるため，法人化初年度である 47

年度に関しては，下記のような移行措置をとること

に，理事会で決定いたしましたので，おしらせいた

します.
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47 年度の会費は. 47 年 9 月末日までに納入して

ください. 9 月を過ぎても未納の方には.11 月より

会誌の発送が停止されます. 12 月を過ぎても未納

の場合，会員資格が停止され. 48年2 月を過ぎても

未納の場合は，会員資格を爽失することがあります.

なお. 48 年度の会費は，新学会の定款に従い. 47 

年 12 月末日までに納入してください. 12 月を過ぎ

ても未納の方には. 48年 1 月より会誌の発送が停止

されます. 48年6 月末日に至っても納入のない場合

は，会員資格が停止され. 12 月を過ぎても未納の場

合は，会員資格を喪失することがあります.

注:発送が停止された会誌は，会費が納入されし

だい，発送されます.

46 年度の会費未納者{ま. 47 年 9 月末日までに，

納入してください 9 月を過ぎて未納の方は，会員

資格を喪失することがあります.

通常会員学生会員 賛助会員

46 年度 3.000円 1.500円 40.000門(一口)

47 年度 3.600円 1. 800円 50.000円(一口)

46 年度未納者 納入期限 47 年 9 月末

47 年度会費

48 年度会費

" 9 月末
" 12 月末

" 
" 

会 合 (47 年 2 月 ~3 月) (かっこ内は出席者数)
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ば何故そうなのか"を考えてみることが必要でしょ

う.訓練・講習について，むしろその後に定着化の

鍵があると思います浅利〉

理事会 47. 3. 28 (19) 議題 1.役員・評議員

選挙報告 2. 委託研究継続の件 3. 法人化委員会

報告 4 春季大会の件 5. 秋季大会の件 6. 学

会事務の一部委託の件 7. 47 年度会費徴収の件

8. 第 5 回大西記念文献賞の件 9. 表彰規程の件

10 会員増強委員会より提案 11. 入退会の件

12. 渉外委員会より報告と提案

研究普及委員会 47.2.9 (11) 

会員増強委員会 47. 2. 15 (5) ; 47. 3. 9 (7) ; 

47.3.25 (5) 

表彰委員会 47.2.22 (6) ; 47.3.24 (5) 

IAOR 委員会 47. 2. 29 (2) ; 47. 3. 22 (2) 

広告委員会 47.3.10 (3) 

大会準備委員会 47.3.1 (7) 

刊行物委員会 47. 3. 31 (10) 

渉外委員会 47.3.27 (2) 

主査会議 47.3.29 (12) 

法人化座談会 47.3.7 (5) 

OR 金曜サロン 47.2.4 第26回“予演1]-住宅

問題一一.. (13) ; 47. 3. 3 第27

回“採算計算と設備投資.. (8) 

庶務幹事会 47・ 2. 23 (5) ; 47. 3. 15 (5) ; 

47・ 3.21 (7) 

刊行物幹事会 47.3.17 (7) 

入退会 (47 年 1 月 20 日より 47 年 3 月 27 日まで・

3 月 28 日 第 6 回理事会にて承認)

入会

〔通4常会員〕

大原春彦(日本道路公団)・片岡方和(千代田化工

建設)・亀山三郎(中大)・川井宏弥(阪大)・窪田

城(古河電工)・篠田義晴(東亜燃料)・中沢良治

(千代田化工建設)・西垣 通(目立)・星野哲三(日

本道路公団)・渡辺嘉武(防衛庁)・角野晃二(日大)・

中村健三郎(国鉄・鉄道労働科学研)・鳥越孝雄(目

立)・斎藤 隆(日本システム開発研究所)・渡辺竜

雄(通産省)・炭篭豊治(通産省)・青柳桂一(通彦
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